
ア　報告書名

イ　発行機関

ＵＲＬ：

ＵＲＬ：

所属名 TEL

(１)公表日 平成29年3月30日

10　調査系統 市→報告者（個人）

性別、年齢、居住区、同居家族の状況、介護保険申請・認定状況、日常生活の状況、外出の頻度・
状況、介護予防のための取組み、かかりつけ医師・歯科医師の有無、歯・食事の状況、在宅医療の
状況、日常生活の不安、仕事の状況・意識、近所付き合いの状況、社会参加の状況、地域の見守り
活動の状況、互助意識、楽しみ・いきがい、今後の住まい方の希望、日常生活の満足度、施設・事業
の利用状況・認知度・満足度、虐待・認知症に関すること、孤立死に関すること、災害時の支援状況、
相談先、情報の収集状況、大阪市の施策に関すること、ひとり暮らし高齢者に関すること（ひとり暮らし
の年数、健康状態、地域生活の状況、日常生活の支援状況　等）等

11　主な調査事項

公表

無エ
大阪市以外のホー
ムページへの掲載

(２)方法

12　公表

高齢者実態調査報告書（本人・ひとり暮らし調査）

大阪市

７　調査期日又は期間 記入日現在

８　調査の実施期間 平成28年7月1日～7月31日

９　調査票
(１)配布・回収の方法 郵送等

(２)記入者 報告者

６　調査頻度
(１)新規・継続の別

(２)調査の周期 3年

継続（開始年次・年度：平成元年）

ア　調査対象件数 19,390人

５　調査方法

(１)選定方法 無作為抽出

(２)選定に用いた名簿等 介護保険被保険者台帳

(３)客体数 イ　抽出率 19,390人／660,000人(約3％)

イ　調査種別 実態調査

４　調査対象
(１)調査対象の範囲 市内に居住する65歳以上の高齢者

(２)地域的範囲 全市

３　目的

ア　調査目的
本市における高齢者施策の推進にあたっては、「大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」
に基づき推進しているところであるが、この計画は高齢者とその家族形態やニーズの変化、社会経済
状況の推移、国の施策動向を踏まえ３年を一期として策定することとなっており、次期計画を策定する
にあたり、ひとり暮らし高齢者をはじめとする高齢者の実態を把握し、高齢者自身が持てる力を最大
限活かしつつ、住み慣れた地域において自立した生活を送ることができるように次回計画に反映さ
せ、高齢者施策をより効果的に実施するため、本調査を実施する。

大阪市高齢者実態調査（本人・ひとり暮らし調査）

地方公共団体が行う統計調査

２　実施機関名

１　調査名

　（　種類　）

（国等の機関） ―

（担当部課及び担当） 福祉局高齢者施策部高齢福祉課

13　問合せ先 福祉局高齢者施策部高齢福祉課 06-6208－8026

ウ
大阪市ホームペー
ジへの掲載

有

http://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000394956.html

http://www.city.osaka.lg.jp/fukushi/page/0000394956.html#

